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「探究の手法を学ぼう②～円滑なコミュニケーションとは？～」 

 

 

 

 

 

 

 

１． 相手の気持ちを考える 

まずはじめに・・・     

４人一組になります。下のような状況があります。Ａ君役とＢ君役，それにその二人のや

り取りを見守る役（２人）を決めて，Ａ君とＢ君の会話をしてみてください。 

 学年末試験が近づいてきました。Ａ君は歴史が苦手で，今まで授業中まじめに勉強してきません

でした。しかし，今度の試験の点数が悪いと単位を落としてしまうかもしれません。試験まで後３日

しかありません。ノートを借りることができるのは，幼稚園からの友だちのＢ君しかいません。しかし，

Ｂ君には前回の試験の時もノートを借りてすぐに返さず，怒られました。 

 Ｂ君もＡ君を友だちだと思っています。幼稚園からの友だちなので，Ａ君の長所も短所も，普段勉

強していないこともよく知っています。12 月は仕方なくノートを貸しましたが，すぐに返してくれなか

ったので，大変困りました。 

Ａ君とＢ君の会話はどうなりましたか？  

Ａ君はちゃんとノートを借りれた？   それとも，貸してもらえなかった？  

Ｂ君は，納得してノートを貸した？ それとも，貸すのをきちんとことわれた？ 

Ａ君とＢ君の会話を見守っていた人は，二人の会話をどう思いましたか？ 

それぞれの立場で感想を書いてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． コミュニケーションの重要性 

長所であれ，短所であれ，「輝く個性の素」は，コミュニケーション（人とのふれあい）で

見いだされ，磨かれていくものです。では，そのためには何から始めればよいでしょうか。・・・ 

 それには，まず「自分を知ること」です。自分を知ることは，「自分はどんな時にどんな考

え方をし，どんな行動をするのか」を理解することです。たとえば，「失敗したときに必要以

上に落ち込む」や「失敗しても気にならない」など人それぞれの特徴があります。その特徴

を本人が自分なりに理解することが，自分を知ることです。これを「自己イメージ」と言い

ます。この自己イメージの中に「輝く個性の素」を見つけ出し，育み，磨いていくことで，

人生が一層豊かになっていくはずです。 

 では，どのようにしてこの「自己イメージ」を高めていけばよい？・・・ 

 その答えは，・・・・「できるだけ人とふれあう機会をもって，多くの経験をすること」で

す。一つでも多く成功や失敗を重ねていくことで自己イメージは柔軟になります。「自分でも

こんなことができるんだ！（自己の発見）」とか「こんな考えもあったんだぁ（広い視野）」

という気づきで，「どんどん自分が変われる」（マイ・レボリューション）ことがわかってき

ます。いろいろな経験の中の「成功体験」が自信を運んできてくれます。 

 

 

 

 では，この自己イメージを高めるためのポイントは？ 

 ① 様々な経験を重ねる 

⇒ 「          」「          」の発見 

 ② 様々な人とのふれあい 

⇒ 「             」「         」を学ぶ 

の２点です。 

 

 

 

 

 

前回は実際に自然科学に関するミニ探究を行い，探究の過程の一部を実践してみました。最後

に考察やまとめをしましたが，その時に皆さんは班の人たちと適切な議論ができたでしょうか？探

究の手法を学ぼう①では，アイデアを生み出すために議論の方法を学びましたが，今回は「自分

の言いたいことが相手にどうすれば伝わるのか」，という視点で学んでいきましょう。 

Ａ君・Ｂ君・観察者（自分の役）← 自分の役を○で囲む 

【感想】 

 

 

 

 

 

 

人は人とのふれあいで磨かれるんだ！ 
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３． コミュニケーションで気を付ける事 

 

① 次のスライドの写真はそれぞれ何に見えますか？ 

スライドＡ スライドＢ 

 

 

 

 

 

自分と異なるものの見方があることを意識⇒【積 極】的【多 面】的なものの見方 

 

② 様々な人とのコミュニケーションで自己イメージを豊かにしよう！ 

指示に従って絵を描いてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人はおたがいのコミュニケーションの中で，それぞれが持つ考え方や枠組み（経験など）で

相手の言葉や表情，身振りなどを理解しています。それぞれの考え方・枠組みで相手からの

メッセージを受け取るために，どうしても「理解のズレ」（行き違い）が生まれてしまうので

す。 

 

③ コミュニケーションの中に生まれる「理解のズレ」を少なくするためには・・・・？ 

  

 話すときの工夫（ポイント） 

（例）曖昧な表現はできるだけ避け，明確な表現にする。 

 １ 仲間内だけでつうじるような言葉は使わず，「誰もがわかる言葉   」を使う。 

 ２ 「具体的な例   」を出しながらわかりやすく話す。 

 ３ 聴き手が「理解できるペースと量   」で話す。 

 

 聴くときの工夫（ポイント） 

（例）話し手の話を正確に把握するために，不明な点は確認する。 

 １ 話し手の気持ちにも意識を向け，その「気持 ち  」を受け止める。 

 ２ 自分の枠組みでなく，「話し手  の枠組  み」で内容を捉える。 

 ３ 話し手の発言にきちんと「 反 応 」する。 

 ４ 話し手の表情などの「サ    イン」にも注意を向ける。 

 

 

 


